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現 状 と 県 の 取 組 状 況 

 政策戦略本部（政策戦略局 企画課） 

【現 状】 

○ 政府においては、ガソリンや灯油などの燃料油の急騰に対する対策として、燃料油激変緩和措置を2022年１月から講じている。 

 ＜燃料油価格等に対する緩和措置の状況＞ 

【ガソリン】 

  ・基準価格（168円）を超える部分について支援。 

  ・今年６月以降、補助率を段階的に縮減し９月末で終了予定。 

○ ガソリンの小売価格は、９月６日に186.5円となり、2008年８月に記録した185.1円を上回り過去最高を更新した。 

○ ８月30日、岸田首相は、引き続き燃料油価格対策に取り組む必要があると判断し支援の継続を決定した。 

 ⇒ガソリン等の新しい激変緩和措置を９月７日から発動、年末まで継続して実施し、10月中にはリッター175円程度の水準の実現を目指す。 

○ ９月13日、岸田首相は、内閣改造における会見で、物価高に対応するためガソリン補助金の継続を含めた大胆な経済政策を実行すると強調、        

経済対策を10月に策定する考えを表明した。 

 

【県の取組状況】 

○ ガソリンなどエネルギーの価格抑制策については、国の責任において実施するよう全国知事会等を通じ政府へ要請を行っている。 

  ＜全国知事会における要望活動＞ 

・８月２日 後藤茂之内閣府特命担当大臣(経済財政政策)に対し要望を実施した。 

  ・９月下旬～10月上旬「物価高騰に対応する経済対策に向けた提言」をとりまとめ、要望活動を行う予定。 
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